
市からの
　お知らせ

市民窓口課（☎ 76‐1124）

年金生活者支援給付金制度

年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入や
その他の所得額が一定基準額以下の、年金受給者
の生活を支援するために、年金に上乗せして支給
されるものです。
受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内
や事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）が
実施します。
■ 対象となる方
▶老齢基礎年金を受給している方で、以下の要件
をすべて満たしている方

・ 65 歳以上である。
・ 世帯員全員が市町村民税が非課税となっている。
・ 年金収入額とその他所得額の合計が約 88万円
以下である。
▶障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方
で、以下の要件を満たしている方

・ 前年の所得額が約 462万円以下である。
■ 請求手続き
▶新たにお受け取りいただける方
・ お受け取りの対象になる方には、日本年金機構
から 10 月中旬頃から請求可能な旨のお知らせ
を送付します。同封のはがき（年金生活者支
援給付金請求書）に記入し提出してください。
令和３年２月１日までに請求手続きが完了しま
すと、令和２年８月分からさかのぼって受け取
ることができます。
▶年金を受給しはじめる方
・ 年金の請求手続きとあわせて年金事務所または
市区町村で請求手続きをしてください。

制度など詳しく知りたい場合は、給付金専用ダイ
ヤルまたは年金事務所へお問い合わせください。
『給付金専用ダイヤル』☎ 0570‐05‐4092
（ナビダイヤル）
名古屋北年金事務所　☎ 052‐912‐1213
　日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や
案内にご注意ください。
日本年金機構や厚生労働省から、口座番号をお聞
きしたり、手数料などの金銭を求めることはありま
せん。

こまき応援食事券コールセンター
（☎ 75‐0492）

こまき応援食事券の予約受付終了

こまき応援食事券の予約受付が10月 11日㈰を
もって終了しました。
２万セットの販売数を超える申込があったため、
今後抽選を行います。抽選結果については、当選
者への購入引換券の発送をもって代えさせていた
だきます。
■ 今後のスケジュール
・購入引換券発送　10月 26日㈪頃発送
・購入引換期間　11月１日㈰～30日㈪
※未引換の食事券が出た場合には、今回抽選に漏れた
方を対象に２次抽選を実施し、12月中旬頃に当選
者の方に購入引換券を発送します。
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プラザハウス（☎78‐5016）

10月分修理再生品

ご希望の方に有料でお渡しします。当選の際は防
犯登録料 600 円と自転車代金 4,400 円が必要と
なります。
申込者多数の場合は、11月１日㈰午前 10時か

らプラザハウスで公開抽選を行います。
抽選の結果は当選者へのみ郵送でお知らせします。
当選後のご辞退はご遠慮ください。
修理再生品　自転車３台　　
対象　18歳以上で市内在住の方（１世帯１品）
申込み　10月 30日㈮までに、所定の用紙でプラ
ザハウス、ごみ政策課、東部・味岡・北里の各市
民センターから申し込んでください。
　また必要事項をご記入のうえメールで申し込むこ
ともできます。詳しくは、市ホームペー
ジ（QRコード）をご覧ください。
　実物はプラザハウスにて展示してい
ます。

保健センター（☎ 75‐6471）

（仮称）小牧市歯と口腔の健康
づくり推進条例（案）に関する
パブリックコメント実施結果

■募集期間　8月 17日～ 9月 15日
■募集結果　意見提出人数：0人　意見：0件
■閲覧場所
　市ホームページ、保健センター、情報公開コー
ナー（市役所本庁舎1階）、東部・味岡・北里の各
市民センターおよび図書室



こども政策課（☎ 76‐1129）

ひとり親世帯への臨時特別給付
金の申請はお済みですか

新型コロナウイルス感染症の影響により、子育
てと仕事を一人で担うひとり親世帯の子育ての負
担の増加や収入の減少に対する支援の取組みとし
て、「ひとり親世帯臨時特別給付金」を支給します。
児童扶養手当・市遺児手当の資格要件にあては
まる方が対象となり、給付金の支給には、こども
政策課の窓口で申請が必要となります。
８月以降に収入が減少した方も、追加給付や、
家計急変による基本給付の対象となる場合があり
ます。
申請受付期間は令和３年２月末までです。
詳細については、広報こまき８月１日号または
市ホームページをご確認ください。

コンビニでの証明書交付サービス
一時停止

１０月２４日㈯から２５日㈰はシステムメンテナンス
のため、コンビニでの証明書交付サービスが利用で
きませんのでご注意ください。

市民窓口課（☎ 76‐1121）

小牧市消費生活センター
☎ 76‐ 1119　月～金曜日
※閉庁日を除く
午前10時～正午、午後 1時～ 4時 30分

消費者庁　消費者ホットライン　188
イメージキャラクター　「イヤヤン」

最
近
、
注
文
を
し
て
い
な
い
の
に
海
外
か
ら
植

物
の
種
子
が
送
ら
れ
て
き
た
と
い
う
相
談
が
全
国

の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
心
当
た
り
の
な
い
種
子
が
届
い
て
も
、
絶
対
に

庭
や
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
に
植
え
な
い
で
く
だ
さ

い
。

・
封
筒
を
開
け
て
し
ま
っ
て
も
、
種
子
が
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
っ
て
い
る
場
合
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を

開
封
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
外
装
が
未
開
封
の
場
合
は
、
受
取
拒
否
が
で
き

る
か
郵
便
局
や
配
送
業
者
に
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

・
海
外
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
封
筒
に
は
、
差
出
人

や
業
者
名
の
記
載
は
な
く
、
多
く
の
場
合
、
請

求
書
は
同
封
さ
れ
て
い
な
い
特
徴
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

植
物
防
疫
法
の
規
定
に
よ
り
、
植
物
防
疫
官
に

よ
る
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
、
種
子
な
ど
の
植
物

は
輸
入
が
出
来
ま
せ
ん
。
輸
入
時
の
検
査
に
合
格

し
た
場
合
は
、
外
装
に
合
格
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ

ま
す
。

輸
入
検
査
を
受
け
て
い
な
い
植
物
が
届
い
た

ら
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
、
最
寄
り
の
植
物
防
疫

所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

ト
ラ
ブ
ル
情
報
情
報

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報

海外から送られてくる
　　　　「謎の種

・ ・
子」に注意‼

も
し
、
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ

に
家
族
や
警
察
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

１
８
８
（
い
や
や
）（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

82020
10.15広報

マイナンバーカード出張申請受付中！
市民窓口課（☎ 76‐1122）

市職員が市内の企業や地域団体などを訪問し、申
請用顔写真の撮影を行い、一括で申請を受け付けま
す。後日、マイナンバーカードを本人限定受取郵便
で送付（申請から送付までに１カ月半程度かかりま
す）するため、申請者は窓口へ出向くことなくマイ
ナンバーカードを受け取ることができます。
とき 平日（月曜日を除く）午前10時～午後４時
申し込み条件
・ 申請希望者がおおむね10名
以上見込まれること。

・ 会場、机および椅子等を準備できる
こと。
申請可能な方
・ 小牧市に住民登録があること。
・ 申請から約２カ月の間に住所異動等の予定がな
いこと。

・ マイナンバーカードの申請が初めてであること。
・ 申請者本人が会場へ来ることができること（代
理申請は不可）。
申込方法
実施希望日の 20日前までに市ホームページ等
に掲載の「マイナンバーカード出張申請受付申込
書」および「出張申請受付希望者リスト」に必要
事項を記入し、市民窓口課住民登録係へ直接持参
または電子メール、郵送にて提出。後日、日程調
整および必要書類等の確認のため連絡をします。
※詳しくは市ホームページをご覧ください。

　
下
肢
静
脈
瘤
と
は
、
足
の
静
脈
が
ふ
く

れ
て
こ
ぶ
の
様
に
な
る
病
気
で
す
。

　

基
本
的
に
は
、
命
に
関
わ
る
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
深
部
静
脈
血
栓
症
や
そ
れ

に
伴
う
肺
梗
塞
と
は
異
な
っ
た
疾
患
概
念
で

す
し
、
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
の
原
因
と
は

な
り
得
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
下
肢
静
脈
瘤

を
放
置
し
て
お
く
と
、
下
肢
の
む
く
み
や

倦
怠
感
、
こ
む
ら
返
り
と
い
っ
た
症
状
が
悪

化
し
た
り
、
皮
膚
の
色
が
悪
く
な
り
、
ひ

ど
い
方
だ
と
潰
瘍
と
い
っ
て
下
腿
の
皮
膚

が
欠
損
し
て
し
ま
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
静
脈
瘤
が
あ
る
だ
け
で
は
治
療
の
適

応
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
前
記
の
よ
う
な

症
状
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
差
し
支
え
る

よ
う
で
あ
れ
ば
何
ら
か
の
治
療
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

下
肢
静
脈
瘤
の
検
査
、
治
療
に
つ
い
て　
　

　
静
脈
瘤
は
、「
表
在
静
脈
の
逆
流
」
が
生

じ
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。「
静
脈
の
逆
流
」

が
ど
こ
に
あ
る
か
に
よ
っ
て
治
療
の
方
法
が

変
わ
り
ま
す
。
ど
ん
な
静
脈
瘤
の
治
療
に

も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
の
が
、
弾
性
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
で
す
。
通
常
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
に
比

較
し
、
締
め
付
け
の
強
い
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
で

あ
り
、
や
や
着
用
に
手
間
と
時
間
が
か
か

り
ま
す
が
、
静
脈
瘤
の
症
状
の
改
善
に
は

大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
「
静
脈
の
逆
流
」
の
有
無
や
局
在
を
調
べ

る
た
め
、
下
肢
静
脈
エ
コ
ー
検
査
の
予
約

を
取
得
し
て
も
ら
い
ま
す
。
1
時
間
程
度

か
け
て
下
肢
の
静
脈
を
し
っ
か
り
と
技
師
さ

ん
に
確
認
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

大
伏
在
静
脈
や
小
伏
在
静
脈
と
い
っ
た
、
比

較
的
太
く
て
長
い
血
管
に
逆
流
を
生
じ
て

い
る
と
、
手
術
室
で
の
加
療
が
適
応
と
な

り
ま
す
。
逆
に
、
そ
れ
ら
の
血
管
に
逆
流

が
な
け
れ
ば
積
極
的
に
加
療
を
し
な
い
こ

と
が
多
い
で
す
。（
症
状
が
強
け
れ
ば
硬
化

療
法
と
い
っ
て
外
来
に
て
注
射
で
治
療
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
）

下
肢
静
脈
瘤
の
手
術
に
つ
い
て

　
以
前
は
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
手
術
と
い
っ
た

手
術
が
一
般
的
で
し
た
。
こ
れ
は
、
脊
椎

麻
酔
（
下
半
身
麻
酔
）
を
行
っ
て
、
数
㎝
の

皮
膚
切
開
を
数
カ
所
に
お
い
て
大
伏
在
静

脈
、
も
し
く
は
小
伏
在
静
脈
を
取
り
除
く

手
術
で
す
。
一
泊
も
し
く
は
二
泊
の
入
院

が
必
要
で
し
た
が
、
安
定
し
た
成
績
を
も

つ
手
術
で
す
。

2
0
1
0
年
台
よ
り
血
管
内
焼
灼
術
と

い
っ
た
新
た
な
治
療
法
が
日
本
で
も
承
認
さ

れ
、
2
0
1
8
年
よ
り
当
院
で
も
開
始
し

ま
し
た
。
前
述
の
大
伏
在
静
脈
や
小
伏
在

静
脈
の
血
管
の
中
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
通
し

て
、
レ
ー
ザ
ー
も
し
く
は
高
周
波
に
よ
っ
て

焼
灼
す
る
手
術
で
す
。
治
療
効
果
と
し
て

は
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
手
術
と
同
等
、
も
し
く

は
や
や
優
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
で
は
90
%
以
上
の
手
術
を
血
管
内
焼
灼

術
で
施
行
し
て
お
り
ま
す
。
特
徴
と
し
て

は
、
局
所
麻
酔
で
施
行
で
き
る
た
め
、
日

帰
り
手
術
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
皮
膚
切

開
が
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
手
術
よ
り
も
か
な

り
小
さ
く
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
術
後
に
深
部
静
脈
血
栓
症
が
生

じ
る
こ
と
が
稀
に
あ
る
た
め
、
定
期
的
な
エ

コ
ー
の
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
適

応
と
な
ら
な
い
患
者
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
の
で
、
外
来
に
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
と
め

　

下
肢
静
脈
瘤
は
命
に
は
直
結
し
な
い
病

気
で
す
が
、
生
活
の
質
を
著
し
く
下
げ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
適
切
な
治
療
を
す
る

こ
と
で
、
症
状
が
劇
的
に
改
善
す
る
患
者

様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
下
肢
静
脈
瘤
に

悩
ま
れ
て
い
る
方
は
是
非
一
度
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〜
小
牧
市
民
病
院
よ
り
〜

問
合
先
　
市
民
病
院
（
☎
76
・４
１
３
１
）

心
臓
血
管
外
科
医
師

植
村　
友
稔

下
肢
静
脈
瘤
に
つ
い
て

健
康
通
信
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